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令和６年度第４回教育委員会定例会会議録 
 

 
  日時        令和６年７月16日（火） 
              10時00分～12時00分 
 
  場所        教育委員会室 
 

 
   出  席  者                                                  
   地頭所教育長        
   原 之 園 委 員           
  堀 江 委 員         
   馬 場 委 員  
  桶 谷 委 員          
    
 
 （事 務 局 職 員） 
  川 畑 副 教 育 長                          
   紺 屋  教育次長兼生徒指導総括監 
  森 豊 総 務 福 利 課 長 
  中 島 教 職 員 課 長 
  川 上 高 校 教 育 課 長 
  中 村 社 会 教 育 課 長 
  西小野 文 化 財 課 長 
   泊  総 務 福 利 課 企 画 監 
  尾 堂 教職員課人事管理監（小中） 
   吉 元 教職員課人事管理監（県立） 
  神宮司 教 職 員 課 参 事 

中 村 総 務 福 利 課 長 補 佐 
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議決事項 

 
件      名 

 
提 案 理 由 

 
審議の状況 

 
採決の次第 

 
議案第１号 
  学校職員の懲戒
処分について 
 
 
議案第２号 

学校職員の懲戒
処分について 
 
 
議案第３号 
  学校職員の懲戒
処分について 
 
 
議案第４号 
 学校職員の懲戒
処分について 
 
 
議案第５号 
 学校職員の懲戒
処分について 
 
 
議案第６号 
 県立学校長の任
命について 
 
 
議案第７号 
 鹿児島県社会教
育委員の委嘱につ
いて 
 
議案第８号 
 鹿児島県文化財
保護審議会委員の
任命について 

 
学校職員の非違行為につい
て，教育公務員としての責任
を問おうとするものである。 
 
 

学校職員の非違行為につい
て，公務員としての責任を問
おうとするものである。 
 
 

学校職員の非違行為につい
て，教育公務員としての責任
を問おうとするものである。 

 
 
学校職員の非違行為につい

て，教育公務員としての責任
を問おうとするものである。 

 
 
学校職員の非違行為につい

て，教育公務員としての責任
を問おうとするものである。 
 
 
 いろは中学校開設に伴い，
任命するものである。 
 
 
 
 鹿児島県社会教育委員の任
期満了に伴い，次期委員を委
嘱しようとするものである。 
 
 

鹿児島県文化財保護審議会
の委員１人の辞退に伴い，そ
の後任を任命しようとするも
のである。 

 
特 記 事 項 
な    し 

 
 
 

特 記 事 項 
な    し 

 
 
 

特 記 事 項 
な    し 

 
 
 

特 記 事 項 
な    し 

 
 
 

特 記 事 項 
な    し 
 
 
 
特 記 事 項 
な    し 
 
 
 
特 記 事 項 
な    し 
 
 
 
特 記 事 項 
な    し 
 

 
決  定 

 
 
 

 
決  定 

 
 
 
 

決  定 
 
 
 
 

決  定 
 
 
 
 

決  定 
 
 
 
 

決  定 
 
 
 
 

決  定 
 
 
 
 

決  定 
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会        議        要        旨 

 
１ 開会 
 
２ 会議の公開等について 
  議案第１号から第８号まで，及びその他⑷は，非公開で審議する旨教育長か

ら発議があり，全会一致で議決された。 
 
３  令和６年度第３回教育委員会定例会会議録について 
    令和６年度第３回教育委員会定例会の会議録について，承認する旨，教育長
 から発議があり，全会一致で議決された。 
 
４ その他 

 
  (1) 公立高校魅力発信プロジェクトについて   
  － 鹿児島県公立高校検索ガイドの開設について － 
 

〈高校教育課長が資料に沿って説明〉 
 

〈質疑〉 
 
（原之園委員）   各学校の場所や取組の内容が非常によくわかる。この動画

は１年ごとに更新するのか。来年はまた別の動画を作成する
のか。 

 
（高校教育課長）  １年ごとに生徒が制作した動画の公開を考えている。動画

制作を生徒に任せることで，生徒が改めて自校の良さや魅力
を考え，生徒目線で発信してもらうということも目的の１つ
であるので，今後も毎年生徒による制作を継続してもらう予
定である。 

 
（原之園委員）   何人ぐらい視聴したか，数字が把握できるのか。 
 
（高校教育課長）   正式なカウンターはないので，正確な数字はわからないが，

昨年度の動画でいうと，特に多い学校の場合，７千回ぐらい
アクセスがあったと聞いている。 

 
（馬場委員）    トップ画面の背景がカラフルなので，手前の文字が若干見

えにくい印象を受けた。少し背景は控え目の方が見やすいと
思う。また，スクールミッションを開いた画面が，スマホで
見るととても小さいので，見やすくなると良いと思う。子供
たちに１番見てもらいたいページやトピックがあれば，その
部分を目立たせてはどうか。子供たちがどこを選んでいいか
迷うと思うので，１番ここを見て欲しいという部分を大きく
表示するなど，見てもらいたいページに誘導するつくりにす
るのも良いと思う。 

 
（高校教育課長）  改善できるところから取り組みたい。 
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（桶谷委員）     昨年度は，動画のコンテストを実施したと思うが，今年は

開催の予定はないのか。また，同様の取組は他県でも実施さ
れているのか。是非全国にアピールしたい素晴らしい取組だ
と思う。 

 
（高校教育課長）    コンテストは，今のところは考えていない。他県の取組に

ついては，これだけラインナップをそろえたというところは
ないかもしれないが，例えば熊本県も制服を掲載して，検索
できるようにホームページを作成しており，参考にしたとこ
ろである。またいろいろなところでアピールしていきたいと
思う。 

 

〈質疑終了〉 
 
  (2) 遠隔授業トライアル配信について 
  － 令和６年度の夏季課外トライアル配信等について － 
 

〈高校教育課長が資料に沿って説明〉 
 

〈質疑〉 
 
（原之園委員）   科目の選定方法について，どのように選定したのか。離島

や小規模校も多いので，今後の展開はどのように考えている
か。 

 
（高校教育課長）  科目等の選定については，今年度のトライアル配信に向け

て，令和５年度中に小規模校に事業内容の概要を説明した上
で，どの科目の配信を希望するかという事前調査を行った。
その結果，配信希望が多かった科目から選定している。今後
の展開としては，公立高校68校のうち34校が学年３学級以下
の小規模校であるが，まずは学年２学級以下の離島の小規模
校からこの取組を実践し，学校の指導体制を支援していきた
い。 

 
（原之園委員）   今開設されている科目は，生徒からの希望が多かったとい

う理解でよいか。 
 
（高校教育課長）  そうである。この他に地学，数学も配信できるスタッフが

おり，合計で６科目を配信できる体制を現在のところ整えて
いる。その中で学校からの希望が多かった科目を優先的に選
定した。 

 
（堀江委員）    習熟度別の対応を考えているとのことだが，その場合は，

テスト等の結果を基に，受信校合同で習熟度別にクラス分け
して，それぞれの習熟度に応じたレベルの配信授業を受ける
という理解でよいか。 
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（高校教育課長）  トライアル配信も，来年度の授業も，基本的に受信校に対
して，一対一で配信をするという前提である。例えば，受信
校のある１つの英語の授業においては，習熟度別に生徒が分
けられたクラスに対して，習熟の早い生徒たちに当該校の教
諭が授業を行い，習熟の遅い生徒たちにこちらの配信拠点か
ら授業を行うという対応を取っていきたいと考えている。 

 
（堀江委員）    令和７年度から単位認定可能ということだが，以前は遠隔

授業では単位が認められず，対面である必要があると聞いて
いたと思うが，そこは問題ないのか。 

 
（高校教育課長）  従来は，委員御指摘のとおりであったが，昨年文科省が条

件を緩和した。先ほど説明した形での授業ができることに加
え，以前は受信側にも専門教科の免許を有する教員が同席す
る必要があったが，教科の免許を有していなくても良いとさ
れ，さらには，本事業に関しては，必ずしも教員でなくても
学校の職員が安全管理等のために配置されていれば，単位認
定ができるという内容に緩和されている。 

 
（馬場委員）    今回初の試みということだが，実際に授業配信を実施した

後に，先生や生徒へのアンケートや感想をもらうような取組
を予定されているか。 

 
（高校教育課長）  予定している。現在，遠隔授業のより良い進め方を研究中

であり，実際それぞれ生徒役になって模擬授業をやってみる
と，対面授業とは勝手が違うところもあるので，実際授業を
受けた生徒や受信校の教員から，広く意見をもらい，遠隔授
業の進め方についても改善していく予定である。県教委とし
ては，配信する際の配信側の手引きと，遠隔授業を受ける生
徒用の手引きを作成して，受信校へ配布し，生徒にも心構え
をしてもらっているところである。 

 
（原之園委員）   授業を受けた生徒たちから質問があった場合の対応はどう

するのか。 
 
（高校教育課長）  基本的にはオンラインで実施するので，チャット機能を活

用し，職員が受けて返答したり，添削なども生徒が希望すれ
ば可能な限り対応したい。 

 
〈質疑終了〉 

 
  (3) 鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの第１回教育庁指定管理者選定委員

会の開催結果について 
  － 鹿児島県立霧島自然ふれあいセンターの第１回教育庁指定管理者選定委

員会の開催結果の概要について － 
 

〈社会教育課長が資料に沿って説明〉 
 

〈質疑〉 
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（原之園委員）   ５年前に指定管理者制度を導入して，良かった点や改善点

等あるか。その評価を踏まえ，公募の条件が加わったりする
と思うが，いかがか。 

 
（社会教育課長）  年２回運営協議会が開かれており，当課の職員も協議会委

員として御意見を伺っている。特に運営上，大きな問題もな
く事業等を進めていただいている。課題等については，委員
から主催事業におけるボランティアの活用や施設のWi-Fi環境
の整備の必要性などについての意見が出ているが，運営等に
対しては大きな課題はないと聞いている。 

 
（原之園委員）   指定管理者による運営は，特に問題ないということで理解

した。協議会の意見にどう対応するかはこれからの課題だと
思うが，子供たちのためになることは是非取り入れてほしい。 

 
〈質疑終了〉 

 
５ 議案 
    議案第１号 学校職員の懲戒処分について 
  （非公開） 
 

議案第２号 学校職員の懲戒処分について 
  （非公開） 
 

議案第３号 学校職員の懲戒処分について 
（非公開） 
 
議案第４号 学校職員の懲戒処分について 

  （非公開） 
 

議案第５号 学校職員の懲戒処分について 
  （非公開） 
 

議案第６号 県立学校長の任命について 
  （非公開） 
 

議案第７号 鹿児島県社会教育委員の委嘱について 
  （非公開） 
 

議案第８号 鹿児島県文化財保護審議会委員の任命について 
  （非公開） 
   
６ その他 

その他(4)  地域文化功労者表彰の候補者の推薦について 
（非公開） 

 
７ 閉会 


